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平成 28 年度 春季大会 ４回戦（ 2016.5.3 会場 ： 関⼤北陽⾼校摂津第２グラウンド ）

｢ 夏 ｣への課題 ２か月後の夏にどうありたいか。どのステージを目指すのか。本日の試合では守

備、打撃、走塁、すべての面で課題が浮き彫りになりました。打線は水物とよく言われますが、試合

の中での｢ 修正⼒ ｣を磨かなければ｢ 先制点を奪われた試合 ｣を逆転することはできません。勝ち上

がるチームは必ず終盤の７〜９回での⼤逆転を経験しています。課題がより明確になった試合でした。

｢ ターニングポイント ｣ しかし、試合の中で光るプレーもありました。勇気をもった盗塁、２ア

ウトからのタイムリーは３年⽣のそれぞれの持ち味を表現したものでした。最終回には２アウト走者

なしから連続安打で満塁までこぎつけベンチの想いがグラウンド中に響き渡りました。守備では本塁

で３つの補殺を記録するなど粘りも⾒せてくれました。試合後のミーティングでは３年⽣が⼼の声を

隠さずに表現し、夏までに何が必要なのかを下級生に伝える一幕もありました。残された時間の過ご

し方を変える機会として今日の試合を活かしていきます。


